
（学習評価の充実）、「実施するために何が必要か」
（チーム学校、家庭・地域との連携）といった 6 つ
の観点を示した。
　「3　各学校段階、各教科等における改訂の具体的
な方向性」では、学校段階別の教育課程の枠組みと
各教科等の内容の見直しについてまとめた。
　「2」に示された「何ができるようになるか」など
の 6 つの視点は、カリキュラム・マネジメントの確
実な実施を促すものとして、総則の中に構造的に記
載されることになる。いわば、総則の中に、カリキュ
ラム・マネジメントを実施するための具体的な視点
や方策を提示した新たなスタイルの指導要領となり
そうだ。
　さらに、資質・能力についても、「知識・技能」「思
考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」
を踏まえつつ、言語能力、情報活用能力、健康・安
全に関わる資質・能力に加え、グローバル化への対
応や多様性の尊重に関わる資質・能力、主権者とし
て求められる資質・能力、我が国の伝統や文化、地
域の創生を支える資質・能力なども取り上げ、関係
教科等とのつながりを整理するとしている。
　校内研修についても言及され、世界的に評価の高
い「授業研究」の取組みを踏まえ、「カリキュラム・
マネジメント」の視点から教育課程の全体構造を見
渡した教科等の枠を越えた校内研修体制の確立を促
した。
　次期学習指導要領は、授業づくりから学校経営ま
でを含む学校システムの一体改革を求めたものとな
りそうだ。

（特別支援教育、幼児教育、高校教育については続報）

審議のまとめ大詰め。
「カリキュラム・マネジメント」を
重視した学校システム改革を促す

　

　7 月 19 日、中央教育審議会教育課程部会が開かれ、
次期学習指導要領の概要が「議論のとりまとめ（案）」
として提示された。
　案では、全体構成として、先の「論点整理」（平
成 27 年 8 月）を踏まえ、

1　2020 年の社会と子供たちの未来
2　新しい学習指導要領が目指す姿
3　各学校段階、各教科等における改訂の具体的

な方向性
といった 3 部構成となる見込み。
　「1　2020 年の社会と子供たちの未来」は「論点
整理」を援用。
　「2　新しい学習指導要領が目指す姿」では、「(1)
新しい学習指導要領等の在り方について」で、「社
会に開かれた教育課程」や「カリキュラム・マネジ
メント」の実現のための具体的視点を示し、以下、「何
ができるようになるか」（育成すべき資質・能力）、「何
を学ぶか」（教育課程の編成）、「どのように学ぶか」

（「アクティブ・ラーニング」による学習過程の質的
改善）、「子どもの発達をどのように支援するか」（学
級経営・生徒指導の充実など）、「何が身に付いたか」

平成 28（2016）年 7 月 21 日

発行　㈱ぎょうせい
　　　　　　　　（隔週木曜発行）

〒 136-8575 東京都江東区新木場 1-18-11

フリーコール 　0120-953-431　
フリー FAX 　　0120-953-495
Web サイト　　http://gyosei.jp
e-mail　　　　Eigyo-edu@gyosei.co.jp

「ぎょうせい」は、学校教育に携わる皆様のため、

教育行政・学校学級経営・教科教育・授業づくりに

関する書籍をはじめ、様々なコンテンツをご提供し

ています。

学習指導要領の改訂に向けた動きなど
お役立ちHot 情報をお届けするニュースレター

きょういく
プレス
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　●ご注文・お問い合わせ先
㈱ぎょうせい
フリーコール　0120-953-431　
フリー FAX 　 0120-953-495
Web サイト　  http://gyosei.jp
e-mail　Eigyo-edu@gyosei.co.jp

◎取扱者

7月　◆ 21 日　日本三景の日（松島・天橋

立・宮島）　◆ 22 日　ナッツの日／大暑（2016）

◆ 23 日　文月ふみの日　◆ 24 日　河童忌
（芥川龍之介の忌日）　◆ 25 日　かき氷の日　
◆ 26 日　幽霊の日　◆ 27 日　スイカの
日　◆ 28 日　菜っ葉の日　◆ 29 日　ア
マチュア無線の日　◆ 30 日　プロレス記
念日　◆ 31 日　蓄音機の日

8月　◆ 1 日　水の日　◆ 2 日　カレー
うどんの日　◆ 3 日　司法書士の日　◆

4 日　箸の日　◆ 5 日　タクシーの日　◆

6 日　広島原爆忌　◆ 7 日　鼻の日／立秋
［2016］　◆ 8 日　笑いの日　◆ 9 日　長
崎原爆忌　◆ 10 日　道の日

■7/21〜8/10生まれの著名人〔敬称略〕

7月　ヘミングウェイ（21 日）、船越英
一郎（21 日）、原辰徳（22 日）、内村光良（22
日）、松方弘樹（23 日）、ダニエル・ラド
クリフ（23 日）、谷崎潤一郎（24 日）、久
保田利伸（24 日）、中村紘子（25 日）、ジャ
ガー横田（25 日）、ユング（26 日）、桜庭
一樹（26 日）、山本有三（27 日）、かわぐ
ちかいじ（27 日）、ビアトリクス・ポター

［ピーターラビット作者］（28 日）、渡瀬恒彦（28
日）、山田久志（29 日）、秋吉久美子（29 日）、
ヘンリー・ムーア（30 日）、新美南吉（30
日）、柳田國男（31 日）、古谷徹（31 日）

8月　室生犀星（1 日）、米倉涼子（1 日）、
木下順二（2 日）、鴻上尚史（2 日）、行定
勲（3 日）、安住紳一郎（3 日）、ルイ・アー
ムストロング（4 日）、檀れい（4 日）、壺
井栄（5 日）、柴咲コウ（5 日）、アンディー・
ウォーホル（6 日）、堺正章（6 日）、司馬
遼太郎（7 日）、桑名正博（7 日）、池畑慎
之介（8 日）、天海祐希（8 日）、黒柳徹子

（9 日）、池上彰（9 日）、角野卓造（10 日）、

筧利夫（10 日）　　　　　　　　　　　
　　　

●「きょういくプレス」無料メール配信サービスのお申し込みを承り中です。右のQRコー
ドから簡単にお手続きいただけます。この機にぜひお申し込みください！

　大好評発売中！
　  月刊シリーズ　　新教育課程ライブラリ  （全 12 巻）

　Vol.7　これからの授業力と研修
A4 判
各 巻 定 価 　本体　1,350 円＋税
セット定価　本体 16,200 円＋税（12 巻セット）　

■　特　集—これからの授業力と研修
●解　説

○いま、教員に求められる資質・能力と研修（村川雅弘）／○これからの授業力とは何か
（江間史明）／○アクティブ・ラーニングを実現する協調学習—知識構成型ジグソー法を使った

授業づくり（飯窪真也）／○資質・能力の育成と総合的な学習の見直し（田村　学）／○新
教科・道徳のカリキュラムづくり（押谷由夫）／○発達段階に応じた外国語の授業づくり（直
山木綿子）／○資質・能力の育成と学習環境—　一人ひとりの学びを保障する手立て（角屋重樹）
●事　例

○知識構成型ジグソー法を活用した「学び合い」の授業（和歌山県湯浅町立湯浅小学校）
／○協調学習で生徒の能動的な学びを支援（埼玉県戸田市立笹目中学校）／○主体的に地
域と関わる総合的な学習の時間の具体化に向けて（青森県今別町立今別中学校）／○新教
科・道徳によるカリキュラム・マネジメント（東京都北区立飛鳥中学校）／○〈ABK 学習室〉
をシンボルスペースにした「枠」を拡げる学びのデザイン（神奈川県川崎市立東菅小学校）
●提　言

○「子どもを見る目」で授業力を磨く（横須賀　薫）

■　連　載
○新課程を生かすカリキュラム・マネジメント（天笠　茂）／○「育ち」と「学び」をつなげ
る授業（奈須正裕）／○実践！アクティブ・ラーニング研修（村川雅弘）／○ミドルリーダー
が創るこれからの学校（大脇康弘）／○学校改革の新定石（西留安雄）　　ほか

Vol.7
7月19日刊

●　続刊ラインナップ予定

Vol.8　特別支援教育の実践課題
—8月18日刊行予定

Vol9　カリキュラムからみる
　　　　　　　　　不登校対応
—9月中旬刊行予定

Vol.10　全国学力調査にみる
　　　　　　　これからの課題
—10月中旬刊行予定

Vol.11　「社会に開かれた教育課程」
　　　　　　　　　　　を考える
—11月中旬刊行予定

Vol.12　見えてきた新学習指導要領
—12月中旬刊行予定

Information第 33回全国修学旅行研究大会（主催：公益財団法人全国修学旅行研究協会）
大会主題 ： 感性をはぐくむ修学旅行　〜学びの集大成を図る修学旅行（被災地復興への継続的支援）〜
開 催 日： 平成 28 年 7 月 28 日（木）　※参加費無料
開催時間：13：30～17：00　（受付開始 13：00）
会　　場： ホテルグランドヒル市ヶ谷　3 階瑠璃の間（東京都新宿区市谷本村町4-1　TEL:03-3268-0111）

●全修協調査研究発表：「最近の修学旅行事情」（全国修学旅行研究協会）
●実践発表：「大切な奥州との絆 ～私たちにできることを考えて～」（神奈川県横浜市立浦島丘中学校）
　　　　　　「希望の光と創造の種 ～飯舘中だからこそできる修学旅行～」（福島県相馬郡飯舘村立飯舘中学校）
●講演（仮題）：「東日本大震災と東京電力福島第一原発事故から５年 ～福島の現状と課題～」

（福島民報社編集局長・早川正也氏）
［お問い合わせ・お申し込み先］
　公益財団法人全国修学旅行研究協会　〒 102-0074 東京都千代田区九段南 2-6-8 九段南ビル 6 階
　TEL：03-5275-6651 ／ FAX：03-5275-6653　E-mail： shuryo@h2.dion.ne.jp ／ URL： http://shugakuryoko.com/

●　既刊—好評発売中！

Vol.1　新教育課程型授業を考える
　　　　—アクティブ・ラーニングの理論と実践

Vol.2　学校現場で考える「育成すべき資質・能力」

Vol.3　子どもの姿が見える評価の手法

Vol.4　新教育課程を生かす管理職のリーダーシップ
　　　　—次世代に求められる資質・能力の育成に向けて

Vol.5　学校ぐるみで取り組む
　　　　　カリキュラム・マネジメント

Vol.6　「チーム学校」によるこれからの学校経営

Vol.7　これからの授業力と研修 最新刊


